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琉球におけるパイン産業

発展上の諸問題 (6)

寄同 者 渡 辺 教 享受

植 付 け時 期

植付暗)抑よ概念的には雨季乾季のr'hl湖からなる亜熱帯

では雨季の前接が適期であり､年中降雨のある処では一･

番ii･.派な横笛の生壁せられる時期乃至は召上物収僅期より

逆許した組付時期が最もよいわけである0台把では8月

の終りから9月の(:JJめが降雨の関係L有利であり,-･方

3-4月旭は降雨の関係もややよく成熱糊の関係から一

部において推奨されている｡琉球で.'よ感鵡■の生産が7月

派な健齢を利用することが出火る.

しかし琉球では8-9月ごろに暴風が頻繁にあり､豪雨

を伴うから このころに植付けると 往 に々して植付けた

篠路が凧で摘まされたり､雨で流されたりする心配があ

る｡従ってある場合には6-7月の暴風の少い時に旭え

つけ､暴風時期には既に活着してV,る状態にしておくこ

とが有刷であり､又沖縄本島では9月の植付けではその

後の欠温がパインの生育にやや低す ぎる為か一層早植

えの効果が著しい場合が認められる.琉球では台湾南部

のように雨季乾季の区別が甚だしくなV,から組付け時期

を早めても乾燥で凶ることがないことも一･肘であろう｡

しかし関越はこのような時期に我 の々欲するような良宙

が得られなV,ことである.従って関越は6-7月に小さ

いltilrを植付けた場合と､8-9月になって人齢を植付け
た場合のその後の生育と収腔iJiに関する臓虚な比廠検討

が必喫となる｡尚今一つは6-7月には普通の状態では

嫉妬は極めて小さV,が､是を何とかJ:.美してなるべく大

きな船をf･-ll用し得るようになし､このようにした場合の

収鰹良を前二者と比戯考究することも極めて_r巨費な研究

課過であるO以上のようなことから前古亡の仮旭齢も早旭

をpl能にする一つの解決策であり､私は'i(腐井の数を成

るべく早く整理することにより妓りの.嶺芽の生育を早め

ることも一つの方法であると思うし､兜に又人為開花に

よって6-7月に果笑の収睦を行うようにすれば､人為

開化の為に.嶺ガの発生は少いから定を利用することは困

難であるが､吸卦の発生.が早くなり､かつ多くなるから

余分の阪井を利用することもト亜巨となるものと思う｡尚
人剃紬■とした純はFBW :の生育が早いから翌年-p=iび人為開

花処.曙をすれば-1[;L'iそのIFll能性も大きくなるわけであ

るO植付時期は父収穫期の開拓からも考瀞すべき場合が
生ずる｡Bllちパインは史実と冬実があり､ruJj者の割合
は場所によ1)匙るが､およそ9割から6割位が夏実で1

-4rBEJが冬笑であるOこの場合&-Ijえば八TiB-.山地方では夏

尖が多く､しかも一時に収笹されるから､その収鰹期間

を少しでも長くすることは1場にとって極めて望ましV,

ことである｡この意味において植付時期を多少変えるこ

とにより軍人の生育を佃別に不揃V,にすると(同様の意

味で健宙の使類を変えることも考えられる)その間 .僅

かではあるが収隆期間を長くすることができる｡叉現在

八重山で.よ8-9月鰻のぷ井はそのままおけば翌 年々の

諺実となるが ,是を植付翌年の3-5月に人為開花処BP.

をすると開1-E率が高く､夏尖のLLJ.盛りの山をくずる一つ

の)I法として有望視されてV,るが､この似合の欠点は草

木の生台が感いものは過′ト米を生ずる恐れがあることで

ある∪このような場糾こ組付峠期を6-7月にすればあ

る程度までこの欠点を少くすることがLH.火る.

収腔期の山を小さくする今-つのノj法として､あるい

は沖鮎本島のように冬季気温の低い処では番地えの問題

も考碇すべきであるOしかし種苗が 卜分にないから､Tik'

胎齢よもち諭､貯戯苗 (夏鼠)を 用いて夏旭 あるV'は

6-7)1旭と比較検討する価値があり,父その為に必要

な睦占T]-の人手))'法､貯戯方法の研究も必要となる｡

以上のように植付け時期については今綾破船の問題と

平Fj-･して比憤研究する必要が多いが､この間越は著し現

状のように_L二場が原料の買収契約もせず怨J泰が生産した
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ものを引き受けるだけのことならば､植付け後の生産の

一番よV,樽を選んで植付けることが賢明の策である｡

しかし今後工場が原料政策に力を致し､収穫期間を長

くする為の努力を払い､生産者に協力を求めるならば､

-･定の栽培契約の7に､会社の指示のTに栽摘時期を変

更することは琉球パイン産業の大成の為に当然生産者白

体も考えるべきことである｡

敷革 について
C.Ⅴ.ジャック､W.D.プリン ト及びバート･スミ

ス氏等はその著 ｢マルチング｣におV,て土壌の上に草そ

の他を敷 くと､次の様な諸点におvlて効果が認められる

ことを述べているO

(1)雑草の繁茂を防ぐ｡

(2)土壌両からの水分の蒸発を少 くする｡

(3)雨水の洗去を防ぎ地中-の珍透を増す｡

(4)土壌浸蝕を防tヒする.

(5)一年間あるいは昼夜の温度硬器を小さくするo

(6)無機質元素の有効度を増加するO

(7)硝化作用が増加する｡

(8)植物尿養素設び腐植質の添加O

(9)二ヒ確組縦の保持あるV,は改良O

現在Jlイン灯の被覆の為に使用されている主なる材料

は紙及び草である｡紙の使用は主としてノ､ワイで行われ

てV,るが､使用の主なる目的は雑草の防止で､同地方は

労賃が高く除草費用が漠大な金額にのぼる為に､甘煮の

しぼり粕で作った｢P厚紙にアスファル トを加拝鯵透して

作 った異色紙を激V,て雑草の防除を試みたが､その効果

は単なる雑草防止に止まらず､地温の_r二昇や L記の諸効

果の為に甚Lv,増収を来たしたのである｡激紙の琉球に

おける効果については､琉球で性か乍ら試験せられてい

るが､用いられた教練の質が問題であり､末だ満足な結果

が得られていない｡私は敷紙の使用につV,ては各軍低温

の恐れがある沖机北部では､9月以降の新牌園に.おいて

は地温上昇のために好都合であると考えられるが.-ノ)'

に虫V,ては敷紙の価格が問題であり､更に琉球の様に豪

雨と暴風の多い処では洗去水を増加し､叉暴風の為に教

練が飛ばされる'朗 Lがあることから､憤電な試験を行う

事が必要であると考えているo従 って私は琉球におV'て

は敷紙よりも､稲茄､茅､ススキその他雑木雑草を敷 く

ことがより効果的であると考える｡勿論このことは必ず

しも令圃場に通ずるものではなく､敷革の不足する地方

で大規模栽培をする場合には､敷紙が有IIrJな場合もEE･ず

るであろうことも想傾されるから地域的な訊険を行うこ

とも結構なことである｡一定最以上の敷革がパインの生

育によい結果を与えることについては､少くとも今まで

に私が経験した範囲では疑問の余地がなvl｡但し敷革区

が無数草区よりも経済的に有利であるか否かと云う点に

なると､必ずしも確定的ではなく､是を左右するものは

月別降雨量の多少､敷革材料代､除草費その他多くの閃

子が関係するものと考える｡これらの中特に私が指摘し

たV,ことは敷革量の多少である｡

台湾に患V,てスムースカイエン種が輸入された当時､

敷革の効果につV,ては色々の議論があったが､私は試験

の結果､従来敷革の効果が認められなか った場合は､そ

の使用量が少なすぎる為であるとの結論に達した｡私の

行 った試験は次の横である｡

富根 方法

敷藁多量区(仝園敷貰)･･.パイン1本当300g

反当教未見],500斤

敷革普通区 (列間救環)-パイン1本llL'T60g

反当敷革昆300斤

無数藁区 - 使用せず

植付方法 :二列臆､粂間50cm.柿間10cm.

肢幅]30cm.植村日川召8 2.28.

討二験兼吉黒

革 査

＼調査月日iiZg
処 確

敷革多量区

致藁普通区

無 数 軍区

塵 長

8ll.211,1C5m

二 三;三三

普通区は当時の一般使用!窒

即ち敷革をしても､その畠が余りに少いと効果がなV,

のであって､頻草をする付ならば相当多I花を施すことが

有印であるO (誓言旨つ孟 7.美学熱 愛 渡辺 正_)
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